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At a Glance

昨年の総括
⃝「ブランド力」と「コスト競争力」の向上による持続的な 「稼ぐ力」の強化
⃝国際事業の成長エンジン化と事業ポートフォリオ再構築

アサヒグループホールディングス

● 事業領域および収益構造

2017

⃝	ビール会社４社による共同配送を 
北海道（道東エリアの一部）において 
開始

平素はアサヒグループへの格別のご支援、お引
き立てを賜り厚く御礼申しあげます。
当社は、2016年に更新した『長期ビジョン』にお
いて、事業の将来像として「酒類を中核とする総合
飲料食品グループとして、国内では、高付加価値化
を基軸とするリーディングカンパニーを目指すとと
もに、日本発の『強み』を活かすグローバルプレイ
ヤーとして独自のポジションを確立する」ことを掲げ
ています。
また、その実現に向けた『中期経営方針』では、①

「稼ぐ力」の強化、②資産・資本効率の向上、③ＥＳＧ
への取組み強化を重点課題として、これまで推進し
てきた“企業価値向上経営”の更なる深化に取り組
んでいます。
昨年は、こうした方針に基づいて、国内事業の収
益性向上に加えて、欧州を中心とした国際事業の
成長エンジン化を推進したことにより、計画を上回
る増収増益を達成することができました。
本年も引き続き、『長期ビジョン』と『中期経営方
針』をエンゲージメント・アジェンダ（建設的な対話
の議題）として、株主の皆様をはじめとしたステーク
ホルダーとの対話を深め、持続的な成長と中長期
的な企業価値の向上を目指してまいります。
株主の皆様におかれましては、一層のご指導、ご
支援を賜りますようお願い申し上げます。

2017.7～2018 .4

ニュース＆ 
トピックス

売上収益構成比

⃝	社内のＯＡヘルプデスク 
業務にＡＩを活用

「昨年の総括」と「今後の方針」

代表取締役会長

7月

9月 P8 ご参照

P8 ご参照

会長メッセージ
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昨年の総括 今後の方針
⃝「ブランド力」と「コスト競争力」の向上による持続的な 「稼ぐ力」の強化
⃝国際事業の成長エンジン化と事業ポートフォリオ再構築

⃝高付加価値化を軸に成長するグローカルな“価値創造企業”を目指す
⃝新たなステージに入るグループの“企業価値向上経営”の深化

決算に関する詳細情報は
当社ホームページでご確認いただけます。
アサヒグループHD 検 索

17.1% 5.2% 4.9%28.4%44.4%

2017年度2016年度

17,069億円

20,848億円売上収益

22.1%増 32.2%増

事業利益

2017年度2016年度

1,484億円

1,963億円
33.8%増

営業利益

2017年度2016年度

1,368億円

1,831億円

58.0%増

親会社の所有者に 
帰属する当期利益

2017年度2016年度

1,410億円
892億円

⃝	社会的責任投資指標 
「DJSI」の構成銘柄に
10年連続で採用

⃝	酒類リターナブル容器商品の	
価格改定を発表10月

⃝	エルビー社の株式譲渡を発表
⃝	持分法適用関連会社の康師傅飲品社の株式譲渡を発表
⃝	『アサヒスーパードライ 瞬冷辛口』 

国際的なビールコンテストでゴールドメダルを受賞11月
P8 ご参照

P9 ご参照

⃝	持分法適用関連会社の	
青島ビール株式の譲渡契約を締結

⃝	インドネシア事業の株式譲渡契約を締結
12月

2018
⃝	ダイドードリンコ㈱の自動販売機へ 

商品供給を発表1月
P9 ご参照

⃝	ビールの定義変更
⃝	ビール『グランマイルド』発売4月 P10 ご参照

P9 ご参照

酒類事業
9,688億円売上収益 0.8%減

（前期比 -77億円）

1,215億円事業利益 0.6%増
（前期比 ＋6億円）

食品事業
1,137億円売上収益 2.7%増

（前期比 ＋29億円）

116億円事業利益 13.4%増
（前期比 ＋13億円）

飲料事業
3,745億円売上収益 2.9%増

（前期比 ＋106億円）

383億円事業利益 18.5%増
（前期比 ＋59億円）

国際事業
6,211億円売上収益 148.1%増

（前期比 ＋3,707億円）

659億円事業利益 434.0%増
（前期比 ＋535億円）

（その他事業）
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2017年度は、国内の酒類・飲料・食品事業の
収益性向上に加えて、中東欧のビール事業も加
わった国際事業が好調に推移したことにより、計
画を上回る増収増益を果たすことができました。

事業別には、酒類事業では、最盛期の天候不順
の影響などにより厳しい市場環境となりました
が、広告販促費などの効率化を図りながら、新
ジャンルのシェアを拡大するなど、ブランド力とコ
スト競争力を同時に高めたことにより収益力を強
化しました。

飲料・食品事業については、引き続き主力ブラ
ンドへの集中や統合シナジーの拡大を中心として
利益率の向上を図り、「中期経営方針」で掲げる

「稼ぐ力」を着実に高めています。
また海外では、3月に取得した中東欧のビール

事業を含め、欧州事業が好調なスタートを切って
おり、オセアニア事業と合わせて、国際事業の成

長エンジン化が着実に進んでいます。
更に、欧州での成長基盤を拡大する一方で、中

国の持分法適用会社を譲渡するなど、事業の「選
択と集中」を推進したことにより、事業ポートフォリ
オの再構築に一定の目処をつけることができまし
た。

その結果、2017年度の売上収益は、天候不順
などにより酒類事業は減収となりましたが、欧州
事業が上乗せとなった国際事業の増収などによ
り、前期比 22.1％増加の 2兆 848億円となりま
した。

また、事業利益は、欧州事業が上乗せとなった
国際事業をはじめとして全事業で増益を果たした
ことにより、前期比 32.2％増益の 1,963億円と
なり、親会社の所有者に帰属する当期利益は、前
期比 58.0％増益の1,410億円を達成することが
できました。

高付加価値化を軸に成長する、
グローカルな“価値創造企業”を目指していきます

こうした総括を踏まえた今後の方針としては、長
期ビジョンで掲げる高付加価値化を基軸とする成
長を実現すべく、グローバルとローカルを融合し
た、いわゆるグローカルな“ 価値創造企業 ”を目指
した取組みを強化していきます。

国内外の経済環境は、全体としては堅調に推移
していくと見込まれるなか、まずは日本国内にお
いて、引き続き付加価値競争を主導していく方針
です。

具体的には、酒類事業において『スーパードラ
イ』を中心とした付加価値型商品の提案の強化や
広告販促費の効率化など、より適正な取引に取り
組んでいく方針です。

また、飲料・食品事業においても、主力ブランド
を中心とした売上拡大や生産効率向上による製
造原価の低減などにより、収益性を更に高めてい
きます。

トップメッセージ

2017年の総括 2018年の見通しと今後の方針
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海外においても、強い競争力を持つグローバル
なプレミアムビールメーカーを目指し、国境を越え
て有力ブランドを拡大するなど、プレミアム化を軸
に成長するリーディングカンパニーとして、その礎
を築いていきます。

こうした取組みにより、2018年の売上収益は
前期比 2.6％増加の 2兆 1,400億円、事業利益
は前期比 12％増益の2,200億円、親会社の所有
者に帰属する当期利益は前期比 0.7％増益の
1,420億円を目指していきます。

2016年に発表した「中期経営方針」では、主要
指標のガイドラインや財務・キャッシュフロー方針
を設定しています。

今年の計画を踏まえた進捗としては、売上収益
については、IFRS（国際会計基準）への移行や事
業売却による減収要因もありましたが、既存事業
の成長に加えて、買収効果が上乗せとなり、トータ
ルでは着実に増収を果たしています。

事業利益については、3か年の平均成長率では
17％以上の成長を見込んでおり、これにより、主
要指標である調整後※EPS（基本的 1株当たり利

中期経営方針のガイドラインの進捗とローリング

益）の平均成長率は21％程度、調整後※ROE（親
会社所有者帰属持分当期利益率）についても、ガ
イドラインを上回る13％以上となる見込みです。

財務・キャッシュフロー方針の進捗としては、大
型の成長投資により、DEレシオ（有利子負債比
率）は目処としていた1倍を一時的に上回りました
が、計画以上のキャッシュフローの創出などによ
り早期の改善は見えています。また株主還元につ
いても、事業ポートフォリオの再構築などにかかる
特殊要因を除く配当性向は計画通り30％となる
見込みです。

こうした好調な進捗を踏まえて、
今回、2017年実績を起点とし
て、改めて今後 3か年程度の

ガイドラインをローリングしました。
売上収益については、引き続き、既存事業の安

定成長に加えて、更なる事業再編やM&Aについ
ても、中長期的な視点に立って検討を続けていき
ます。

代表取締役社長 兼 CEO
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事業利益及び調整後のEPSについては、事業規
模の拡大とグローバル化を踏まえ、今後は、一桁
台半ばから後半の年平均成長率を目指していきま
す。また調整後のROEについても、13％以上の
水準を維持していく方針です。

財務・キャッシュフローの方針については、資産
売却を含めたフリーキャッシュフローは、今後 3年
程度は財務体質の強化を優先して活用していきま
す。これによりNet debt/EBITDA（EBITDA 純
有利子負債倍率）では2019年末までに3倍程度、
Net DEレシオでは、本年末に1倍以下まで低下

する見通しです。
株主還元については、今後も配当性向 30％（調

整後※）を目処として安定的な増配を図っていく一
方で、早期の債務削減により投資余力を高め、現
在の事業ポートフォリオを補完する更なるM&Aな
ども検討していきます。
（中期経営方針のガイドラインの具体的な概要
については、7ページをご覧ください。）

※�調整後とは、事業ポートフォリオの再構築や為替変動な
ど一時的な特殊要因を除いたものです。

トップメッセージ

（億円） （円）

中期経営方針の主要指標の推移

2017
＜IFRS＞

2015
＜日本基準＞ ＜IFRS＞＜日本基準＞

2018（Ｅ）2016 20172015 2018（Ｅ）2016

EPS
ROE 調整後ROE

調整後EPS事業利益 売上収益

1,351

18,574

1,485

17,069
2,200

21,400

1,964

20,849

166.3

8.8%

11.0%

14.2% 13.8%

11.9%13.7%

194.8

307.8
262.2

310.0
296.9

アサヒグループは、欧州事業が加わったことに
より、事業利益の海外比率は4割近くにまで高ま
ると共に、国内外の事業ポートフォリオの再構築
により、新たな成長ステージに立ったと認識してい
ます。

それは、単なる海外比率の向上ということだけ
でなく、強い競争力を持った事業基盤の獲得を
チャンスとして、人材やノウハウなど双方の強みを
融合したグローカリゼーションで成長していくス
テージだと考えています。

また、取締役会機能の強化など、新たなステー
ジの成長戦略に資するガバナンス改革や、事業を
通じた社会的課題の解決など、より企業価値の向
上と繋がる「 ESG への取組み」を強化していく方
針です。

株主の皆様におかれましては、グローカルな“ 価
値創造企業 ”を目指して変革を続けるアサヒグ
ループに対して、引き続き中長期的な視点でのご
支援をよろしくお願い致します。

株主の皆様へのメッセージ
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中期経営方針

ガイドラインの進捗とローリング「中期経営方針」

３年程度を想定したガイドライン 18年予想含む進捗
（2015年実績起点）

売上収益 ●	主力事業の安定成長 － 事業再編 ＋ 新規Ｍ＆Ａ －

事業利益 ●	既存事業（一桁台後半の年平均成長率） ＋ 新規Ｍ＆Ａ効果 17.6％ 
（既存のみ6.6％）

ＥＰＳ ●	年平均10％程度の成長 23.1％ 
（調整後21.3％）

ＲＯＥ ●	10％以上の水準の維持・向上 11.9％ 
（調整後13.8％）

※各指標は、2016年期末のＩＦＲＳ移行の影響を加味しております。
※為替影響や一時的な特別損益等の特殊要因は除くベースとなります。

2018年以降のガイドライン（3年程度を想定）
※2017年実績起点

売上収益 ●	既存事業の安定成長 － 事業ポートフォリオ再構築 ＋ 新規M＆A

事業利益 ●	CAGR（年平均成長率）：一桁台半ば～後半

ＥＰＳ 
（調整後※）

●	CAGR（年平均成長率）：一桁台半ば～後半

ＲＯＥ 
（調整後※）

●	13％以上の水準の維持

※EPS・ROEは、事業ポートフォリオの再構築や為替変動など一時的な特殊要因を除くベースとなります。

主要指標の考え方・ガイドライン

2016年～2018年の累計ガイドライン 18年予想含む進捗
（2015年実績起点）

キャッシュ
フロー

●	創出ＣＦ：4,700億円以上 
（営業ＣＦ ＋ 最大化施策 ＋ 資産の見直し）

●	設備投資：1,800～2,200億円

創出ＣＦ：� 9,100億円 

設備投資：� 2,400億円

成長投資 ●	Ｍ＆Ａなど成長基盤の獲得に積極投資 
（大型の資金需要が発生する際はＤＥレシオ1倍程度を許容）

成長投資：�12,000億円 
（ＤＥレシオ：0.86）

株主還元
●	2018年までに配当性向30％（IFRS基準）を 

目指した安定的な増配
●	成長投資とのバランスに鑑みた機動的な自社株買い

29％ 
（特殊要因除く30％）

2018年以降のガイドライン（３年程度を想定）
※2017年実績起点

キャッシュ
フロー

●	ＦＣＦ：年平均1,400億円以上
●	資産整理効果：1,000億円程度（2018年見込み）

債務削減
●	Net debt/EBITDA：2019年末までに３倍程度
●	Net DEレシオ：2018年末までに１倍以下

成長投資 ●	財務体質強化を優先しつつ、成長基盤拡大に向けたM&Aを検討

株主還元 ●	連結配当性向30％※を目処とした安定的な増配

※算出する当期利益は事業ポートフォリオの再構築などの特殊要因を除くベースとなります。

財務・キャッシュフローのガイドライン
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当社は、2017年7月より社内のOAヘルプデスク業務※にAI（人工知能）を活用した
新システム『AIヘルプデスク』を導入しました。グループ全社で活用する社内のOA 
ヘルプデスクの利用者からの問合せに対し、AIがチャット形式の会話で24時間365日
自動応答するもので、応答率の向上により利用者の利便性を高めるとともに、ヘルプ 
デスクの業務を効率化し、対応時間の削減をもたらします。

今後は、本システムで培うノウハウを活かし、総務や人事、経理、営業部門など他の 
業務領域にもAI技術を展開し、社内外からの問合せ業務の効率化を図ります。

業務特性に応じた働き方の実現を通じて労働生産性の向上を図り、働き方改革を 
さらに推進していきます。

AIを活用して、業務効率化･働き方改革を推進
社内のOAヘルプデスク業務に『AIヘルプデスク』を導入

ニュース＆トピックス
2017.7～2018 .4

2017

7月

当社は、世界的な社会的責任投資（SRI）指標の一つである「Dow 
Jones Sustainability Indices(DJSI）」のアジア・太平洋版「DJSI 
Asia/Pacific」に、2017年度の構成銘柄として採用されました。
「DJSI」は、米国S&P Dow Jones社とスイスRobecoSAM社によ

るSRIの代表的な指標で、経済・環境・社会の3分野から企業の持続
可能性を評価して決定されます。当社は、2008年以来10年連続で

「DJSI Asia/Pacific」に採用されており、2017年度は、アジア・太平
洋地域の飲料セクターにおける唯一の採用企業となっています。

今後も、引き続き事業活動を通じてESG（環境・社会・ガバナンス） 
課題への取り組みを推進し、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

アサヒビール（株）、キリンビール（株）、サッポロビール（株）、サントリービール（株）のビール会社4社は、北海
道の道東エリアの一部（釧路・根室地区）における共同物流を2017年9月から開始しました。この取組みでは、
鉄道コンテナの活用と積載率の向上により物流の効率化を促進し、4社合計では年間CO2排出量を約330ｔ 

（従来比で約28％）、長距離トラックの年間運行台数を約800台、それぞれ削減できる見込みです。
4社は、輸送における環境負荷の低減および長距離トラックのドライバー不足への対処を目的に、物流の共同

展開を進めてきました。引き続き「競争と協調」の視点から既存の枠組みを超えた協力体制を構築することで、
更なる持続可能な社会への貢献を目指していきます。

ビール会社４社による共同配送を北海道（道東エリアの一部）において開始9月

社会的責任投資指標 
「ＤＪＳＩ」の構成銘柄に
10年連続で採用

9月

個社対応範囲

各社拠点

JR札幌
貨物ターミナル上屋

（日通倉庫）

JR釧路
貨物

ターミナル
お届け先

 4社混載／
個社単独4社

共同拠点

4社混載

4社共同物流範囲

1社・1届け先でトラック単位に　 なるものは各社拠点から配送継続（個社対応）

JR貨物

JRF
JR貨物

JR
JR貨物

JRF
JR貨物

JR
JR貨物

JR
JR貨物

JRF
JR貨物

JRF

※�これまで社員が問合せていた事務作業の自動化関連の質問内容（システム・ITツールの使い方）や 
事務機器（OA機器）の不具合対応依頼などの業務
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『アサヒスーパードライ 瞬冷辛口』が、ベル
ギーの国際的なビールコンテスト「ブリュッセ
ルビアチャレンジ2017」のラガー・インター
ナショナルスタイルピルスナー部門において、
ゴールドメダルを受賞しました。

アサヒビール（株）では、2015年の『アサヒ
スーパードライ』、2016年の『アサヒ ザ・ドリー
ム』に続き、3年連続のゴールドメダル受賞とな
ります。今回は、40ヵ国1,512ブランドのエント
リーがあり、その中から評価・選出されたことは、
研究開発・醸造技術などの商品開発力が改め
て世界に認められた証と捉えています。

この受賞を励みとし、今まで以上にお客様に
ご満足いただける品質の高い商品づくりに 
邁進します。

『アサヒスーパードライ 瞬冷辛口』が 
国際的なビールコンテストで 
ゴールドメダルを受賞

11月

※	2017年5月より限定発
売した商品画像となり
ます。

『アサヒスーパードライ 瞬冷辛口』の商品情報はP10

アサヒ飲料（株）は、ダイドードリンコ（株）が全国で 
展開する自動販売機に対し、2018年 3月下旬より 

『三ツ矢サイダー PET430ml』と『カルピスウォーター
PET430ml』の商品供給を開始しました。

アサヒ飲料（株）は「ブランドを磨き、ブランドで挑む」
という方針のもと、「三ツ矢」「カルピス」「ワンダ」「十六茶」

「おいしい水」「ウィルキンソン」の重点6ブランドに資源
を集中し、強固なブランド力の構築を進めています。 
今回の取組みにより、唯一無二の国民的炭酸飲料を
目指す「三ツ矢」と、大人から子供まで幅広いお客様に
ご愛飲いただける「カルピス」の両ブランドについて、
お客様との新たな接点を獲得し、さらなる飲用機会の
拡大を図ります。

『三ツ矢サイダーPET430ml』 
『カルピスウォーターPET430ml』
ダイドードリンコ（株）の自動販売機への商品供給を発表

2018

1月

酒税法改正により本年4月からビールの定義変更が施行されます。 
従来のビールは、原料に占める麦芽の使用比率は67％以上と定義されて
いましたが、定義変更により50％以上に緩和されます。また、主原料の 
麦芽とホップのほか、これに加える麦や米などに限っていた副原料に、 
果実や一定の香味料などの使用が可能となります。

アサヒビール（株）では、ビールの定義変更を好機ととらえ、4月に『アサヒ 
グランマイルド』を発売するなど、新素材の積極的な活用を進めます。今後
も確かな技術に裏付けられたイノベーションあふれる商品開発を通じて、
ビール市場の活性化と新市場の創造に取り組んでいきます。

酒税法改正により「ビール」の定義が変更
ビール『アサヒ グランマイルド』を発売

4月

『アサヒ グランマイルド』の商品情報はP10

個社対応範囲

各社拠点

JR札幌
貨物ターミナル上屋

（日通倉庫）

JR釧路
貨物

ターミナル
お届け先

 4社混載／
個社単独4社

共同拠点

4社混載

4社共同物流範囲

1社・1届け先でトラック単位に　 なるものは各社拠点から配送継続（個社対応）

JR貨物

JRF
JR貨物

JR
JR貨物

JRF
JR貨物

JR
JR貨物

JR
JR貨物

JRF
JR貨物

JRF
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缶350mℓ／ 141円、缶500mℓ／ 191円
発売日 2018年3月20日

RTD※1

アサヒ贅沢搾り　 
レモン・グレープフルーツ・桃

果実１／２個分以上※2の 
果汁を贅沢に使用

豊潤な香りと 
みずみずしい果汁感

P O I N Ti

人工甘味料不使用

Alcoholic beverages

新商品紹介

すっきりとした後味の良さと冷涼感
を体感できる瞬冷辛口は、暑い日や
汗をかいた後はもちろん、
食後や休日の昼間など、
幅広いシーンでお楽しみ
いただけます。
冷たく冴える、
新しいキレ味
をぜひお試し 
ください。

アサヒビール（株）
マーケティング第一部　松橋  裕介

担当者からのひとこと

※2018年4月のビールの定義変更により「ビール」に分類されます。

※1	「Ready to Drink」の略。購入後、そのまま飲用可能な缶チューハイなどを指します。
※2	「日本食品標準成分表2015年版（七訂）」より算出した、果物１個当たりの重量に

占める果皮などを除いた果汁量の1/2相当量以上を使用しています。

酒類事業

缶350mℓ、缶500mℓ／オープン価格　発売日 2018年3月13日

ビール

アサヒスーパードライ   
瞬冷辛口

新たな需要創造を目指し、通年商品として新発売

麦芽比率と発酵度を高め、「後味の良さ」を強化

P O I N Ti

ドイツ産希少ホップの投入タイミングの最適化により
「冷涼感」を向上

缶350mℓ、缶500mℓ／オープン価格　発売日 2018年4月17日

ビール

アサヒ グランマイルド

ゆっくり楽しめるアルコール７％のビール※

時間が経ってもおいしさが持続

P O I N Ti

余分な雑味や甘みを抑えた、やわらかなコク
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Soft Drinks

炭酸水の直接飲用市場が大きく伸長する中、
『ウィルキンソン』ブランドは永続的なNo.1ブ
ランドとして、炭酸水カテゴリーそのもの
を牽引していくことを目指します。
本年4月、新感覚の辛口 
＜ドライ＞な味わいが特長の

『ウィルキンソン タンサン  
ドライ』を発売いたします。 
是非、お試しください。

アサヒ飲料（株）
マーケティング一部　本松  達朗

担当者からのひとこと

飲料事業

PET500ml ／ 160円　発売日 2018年3月27日

乳性飲料

カラダカルピス

乳酸菌で体脂肪を減らす 
機能性表示食品

独自の乳酸菌「CP1563株」を配合

カルピスの爽やかなおいしさは
そのままにさらにすっきりとした後味

P O I N Ti

PET460ml ／ 124円　発売日 2018年4月3日

炭酸飲料

三ツ矢グリーン 
スパークリング 
ウォーター

三ツ矢ブランドから“微糖”炭酸
という新提案

微糖ならではの 
軽やかなすっきりとした味わい

P O I N Ti

PET500ml ／ 95円　発売日 2018年4月10日

炭酸飲料

ウィルキンソン  
タンサン ドライ

炭酸水No.1ブランド「ウィルキンソン」

強炭酸を引き立てるスパイシーな香り

P O I N Ti

新容器「クラッシュボトル」採用

リニューアル
リニューアル
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1食／ 100円　発売日 2018年2月26日

※加工用トマト1個当たり80gとして約1.8個分のトマトを使用。

フリーズドライ食品

Ｔｈｅうまみ 
トマトスープ・ 
ガーリックスープ

完熟トマトを1.8個分※たっぷり使用した
あふれる「うまみ」のトマトスープ

P O I N Ti

やみつきになるガーリックづくし 
あふれる「うまみ」のガーリックスープ

『ディアナチュラアクティブ』は 
ディアナチュラブランドで初めての
プロテイン商品です。たんぱく質
に加え、ビタミン、ミネラル、乳酸 
菌など全23種の成分が 
まとめて摂取出来ます。 
毎日続けられるように美味
しさにもこだわりました。

アサヒグループ食品（株）　
ベビー&ヘルスケアマーケティング部　荒瀬  尚代

担当者からひとこと

新商品紹介

360ｇ／ 2,200円（ソイミルク）、2,400円（カフェオレ）  発売日 2018年2月26日

プロテインパウダー

ディアナチュラアクティブ 
ソイプロテイン  ソイミルク・ 
ホエイプロテイン  カフェオレ

ディアナチュラからプロテインパウダー新登場！

美味しさにこだわったプロテイン

P O I N Ti

国内工場で生産、着色料・保存料不使用

30粒／オープン価格　発売日 2018年4月2日

タブレット菓子

ミンティアブリーズ 
オアシスゴールド

Food食品事業

販売好調なミンティアブリーズから
新商品登場！

P O I N Ti

香るリラックス新感覚ミント！

1粒で5分※清涼感が続く 
大粒のミントタブレット ※当社調べ
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※ 日本基準の科目名は、「売上収益」は「売上高」、「事業利益」は「営業利益」、「親会社の所有者に帰属する当期利益」は「当期純利益」、「親会社の所有者に帰属する持分」は「自己資本」となります。
※1 事業利益は、売上収益から売上原価並びに販売費及び一般管理費を控除した恒常的な事業の業績を測る利益指標です。
※2 国際会計基準（IFRS）：EBITDA＝事業利益＋無形資産償却費＋減価償却費　日本基準：EBITDA＝営業利益＋のれん等償却費＋減価償却費

連結業績および財務データ

単位：億円 単位：億円 単位：%
日本基準 IFRS 増減率 

2017/20162013 2014 2015 2015 2016 2017

経営成績（会計年度）

売上収益 ¥17,142 ¥17,854 ¥18,574 ¥16,895 ¥17,069 ¥20,848 22.1

売上原価 10,328 10,734 11,005 11,028 10,981 12,953 18.0

販売費及び一般管理費 5,639 5,837 6,217 4,459 4,602 5,931 28.9

事業利益※1 1,174 1,283 1,351 1,406 1,484 1,963 32.2

親会社の所有者に帰属する当期利益 617 691 764 757 892 1,410 58.0

EBITDA※2 1,836 1,923 1,979 1,972 2,058 2,853 38.7

設備投資額 484 598 520 535 634 595 41.1

減価償却費 477 445 466 508 510 698 36.7

研究開発費 108 107 103 103 95 116 22.1

財政状態（会計年度末）
総資産 ¥17,915 ¥19,366 ¥19,015 ¥18,046 ¥20,943 ¥33,468 59.8

金融債務 4,037 4,347 4,149 4,144 5,703 12,619 121.3

資本合計 8,274 8,965 8,918 8,036 8,461 11,527 36.2

キャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フロー ¥1,572 ¥1,467 ¥1,127 ¥1,164 ¥1,544 ¥2,317 50.1

投資活動によるキャッシュ・フロー (657) (921) (755) (770) (2,685) (8,858) ー

財務活動によるキャッシュ・フロー (849) (358) (730) (752) 1,195 6,618 453.6

現金及び現金同等物の期末残高 411 622 432 432 484 580 19.8

1株当たり情報（円）

親会社の所有者に帰属する当期利益	 - 基本的 ¥135.73 ¥148.92 ¥166.25 ¥164.82 ¥194.75 ¥307.78 58.0

	 - 希薄化後 126.26 148.80 166.18 164.75 194.75 307.78 58.0

配当金 43.00 45.00 50.00 50.00 54.00 75.00 38.9

親会社所有者帰属持分 1,772.47 1,904.64 1,916.69 1,723.97 1,825.57 2,499.62 36.9

財務指標

事業利益率（%） 6.9 7.2 7.3 8.3 8.7 9.4  

ROE（親会社所有者帰属持分当期利益率）（%） 8.0 8.1 8.8 9.7 11.0 14.2  

ROA（資産合計税引前利益率）（%） 7.0 7.1 7.6 6.5 7.7 7.2  

総資産回転率（倍） 0.97 0.96 0.97 0.93 0.88 0.77  

親会社の所有者に帰属する持分比率（%） 45.70 45.50 46.20 43.70 39.9 34.2  

Net Debt/EBITDA（倍） 1.97 1.92 1.85 1.86 2.52 4.22  
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10,000

20,000

30,000

40,000
（億円）

0
2017年度末2016年度末2015年度末 （年度）

12,271

5,775
18,046

14,593

6,350
20,943

8,124
33,468

25,343 非流動資産

流動資産

（億円）

-7,500

-2,500

2,500

5,000
※ 括弧内は対前年度比

現金及び
現金同等物に係る
為替変動による影響
21（+14）

580
（+95）

現金及び
現金同等物の
期末残高

484
（+51）

現金及び
現金同等物の
期首残高

売却目的で保有する
資産に含まれる現金
及び現金同等物
△2（+6）財務活動による

キャッシュ・フロー
2,317

（+772）

営業活動による
キャッシュ・フロー

0

6,618
（+5,423）

投資活動による
キャッシュ・フロー
△8,858

（△6,173）
4,000

8,000

20,000

24,000
（億円）

0

※ 括弧内は対前年度比

売上収益
20,848

（+3,779）

親会社の
所有者に帰属
する当期利益
1,410

（+517）

売上原価
△12,953

（△1,972）

売上総利益
7,894

（+1,807）

事業利益
1,963

（+478）

その他の
営業収支
△131

（△15）

営業利益
1,831

（+463）

金融・持分法
による
投資損益
△41

（△51）

持分法で会計
処理されている
投資の売却益
178

（+57）

法人所得税
費用
△581
（+48）

非支配持分
21

（+0）

販売費及び
一般管理費
△5,931

（△1,328）

連結財政状態計算書 （各年度：12月31日現在）

資産合計 負債及び資本合計

ポイント
	 売上収益は、欧州事業の上乗せや、酒類を除く各事業の増収により、連結合計も増収となりました。
	 事業利益は、国内3事業に加えて、国際事業による欧州事業の上乗せなどにより、増益となりました。
	 親会社の所有者に帰属する当期利益は、営業利益の増益に加えて、持分法適用会社の株式売却益
の発生などにより、増益となりました。

ポイント
	 営業CFは、税引前利益や減価償却費の増加などにより、収入となりました。
	 投資CFは、欧州事業の中東欧の株式取得などにより、支出となりました。
	 財務CFは、事業投資に伴う資金需要の増加などにより、収入となりました。

ポイント
	 資産は、中東欧事業を新規連結した
ことなどにより、増加しました。

	 負債は、中東欧の買収に伴い社債
や借入金が増加したことにより、増
加しました。

	 資本は、親会社の所有者に帰属する
当期利益の計上による利益剰余金
や為替相場の変動によるその他の
資本の構成要素の増加などにより、
増加しました。

連結損益計算書 （2017年1月1日～12月31日） 連結キャッシュ・フロー計算書 （2017年1月1日～12月31日）

10,000

20,000

30,000

40,000
（億円）

0
2017年度末2016年度末2015年度末 （年度）

8,036

7,165
2,844

18,046

8,461

8,195

4,286

20,943
10,521

11,419

33,468

11,527 資本

非流動負債

流動負債

連結業績および財務データ
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酒類事業 飲料事業 食品事業 国際事業

9,688億円
売上収益

0.8%減
（前期比 -77億円）

1,215億円
事業利益

0.6%増
（前期比 ＋6億円）

3,745億円
売上収益

2.9%増
（前期比 ＋106億円）

383億円
事業利益

18.5%増
（前期比 ＋59億円）

1,137億円
売上収益

2.7%増
（前期比 ＋29億円）

116億円
事業利益

13.4%増
（前期比 ＋13億円）

現地通貨ベース 140.1%増
6,211億円

売上収益
148.1%増
（前期比 ＋3,707億円）

現地通貨ベース 417.5%増
659億円

事業利益
434.0%増
（前期比 ＋535億円）

	ビール類では、『スーパードライ』から発売
30周年を記念した特別限定醸造商品

『スーパードライ瞬冷辛口』や『クリアアサ
ヒ』から糖質ゼロでありながら麦由来の味
わいを高めた『クリアアサヒ 贅沢ゼロ』な
どを発売し、ブランド価値の向上を図りま
した。

	ビール類以外の酒類では、ＲＴＤ『もぎたて』
や『ウィルキンソン・ハード』シリーズの展開
に加え、洋酒『ブラックニッカ』ブランドの積
極的な販売促進活動など、ブランド力の育
成に取り組みました。

	ビールテイスト清涼飲料『ドライゼロ』では、 
リニューアルの実施や消費者キャンペーンの 
展開などにより、ブランド力の強化を図り
ました。

主力ブランドにおいて、ブランド資産を活用
し、新たな商品価値を提案しました。

 『三ツ矢』ブランドでは、透明果汁を使用した
『三ツ矢新搾り』を発売しました。

 『ワンダ』ブランドでは、老舗珈琲店監修の 
『ワンダ極』の商品ラインアップを拡充する
など、ブランド価値の向上を図りました。

 『十六茶』ブランドでは、全国７地域のご当
地素材をブレンドした『アサヒ十六茶ご当地 
素材ブレンド』を展開しました。

 『カルピス』ブランドでは、独自の乳酸菌を配
合した機能性表示食品『カラダカルピス』を
発売するなど、市場における存在感の向上に
努めました。

	タブレット菓子では、大粒タイプの『ミンティ
アブリーズ』をリニューアルしたほか、新価
値提案商品『ミンティアエクスケア』を発売
するなど、ブランド力の強化を図りました。

	サプリメントでは、『ディアナチュラスタイル』
や機能性表示食品『ディアナチュラゴール
ド』の商品ラインアップを拡充するなど、ブ
ランド価値の向上に努めました。

	ベビーフードでは、『グーグーキッチン』や
『栄養マルシェ』において販売促進活動を
強化するなど、ブランド力の強化を図りま
した。

	フリーズドライ食品では、『いつものおみそ
汁』の営業活動の強化などにより、売上の
拡大に努めました。

	欧州では、西欧において『Peroni』の情報発
信の強化や『スーパードライ』の欧州におけ
る製造・販売体制の構築など、シナジーの創
出を推 進しました。中 東 欧は、チェコで

『Pilsner Urquell』の販売促進活動を強化
するなど、各国の持続的な成長基盤の構築
に取り組みました。

	オセアニアでは、炭酸飲料の新容器商品の 
展開に加え、『スーパードライ』の強化や

『Peroni』の販売開始など、グループのブラン
ドを活用したシナジー創出に取り組みました。

	東南アジアでは、『ワンダ』や『カルピス』など
の自社ブランド商品の拡充などに努めました。

	中国では、樽生ビール取扱店の新規開拓など
により、『スーパードライ』の拡販を図りました。
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会社説明

第12回株主様工場見学会のご報告
2017年11月16日（木）、「アサヒ飲料株式会社 明石工場」にて 
第12回株主様工場見学会を開催いたしました。多数のご応募の
なかから、厳正な抽選により当選された合計95名の株主様及び
同伴者様にご参加いただき、好評のうちに終了いたしました。

第94回定時株主総会の決議ご通知
2018年3月27日（火）に開催された当社第
94回定時株主総会におきまして、次のとお
り報告並びに決議されました。
● 報告事項
第94期（2017年1月1日から2017年12月31日
まで）事業報告、連結計算書類及び計算書類の
内容並びに会計監査人及び監査役会の連結計
算書類監査結果報告の件
本件は、上記の内容をご報告いたしました。

決議事項
● 第1号議案　剰余金処分の件
本件は、原案どおり承認可決され、当期の期末
配当金は1株当たり45円と決定いたしました。
● 第2号議案　資本準備金の額の減少の件
本件は、原案どおり承認可決され、資本準備金
130,292,423,460円のうち80,000,000,000
円を減少し、減少額全額をその他資本剰余金に
振り替えました。その結果、減少後の資本準備
金の額は50,292,423,460円となりました。
● 第3号議案　取締役10名選任の件
本件は、原案どおり承認可決され、取締役に泉
谷直木、小路明善、髙橋勝俊、奥田好秀、加
賀美昇、濱田賢司、勝木敦志、田中直毅、小
坂達朗の9氏が再選され、また、新貝康司氏が
新たに選任され、それぞれ就任いたしました。
● 第4号議案　監査役1名選任の件
本件は、原案どおり承認可決され、監査役に斎
藤勝利氏が再選され、就任いたしました。

以　上

製品に対する安全性、
環境への取組み。

従業員の方の
熱意が感じられた。

いろいろ社会貢献もされて
いることを知りました。

（40代・女性）見 学

試飲・質疑『三ツ矢サイダー』

オリジナルラベル作り

次回の第１３回株主様工場見学会については、
アサヒスーパーレポートの2018年秋号にてご案内を予定しております。

株主の皆様とのコミュニケーション

非常に丁寧な対応で、
気持ちよく

工場見学ができました。
ラベル作りも
楽しめました。
（70代・女性）

工場全体が 
自動化されていることを 
大変良く理解できました。
また、工場内で原料から 

ペットボトルを作っていることも 
初めて知ったので 
大変に驚きました。

（60代・男性）
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貴社の商品に
興味があります。

商品を使った
レシピなども

見てみたいです。

長期ビジョン／
中期経営方針

社長メッセージ

財務情報

新商品紹介

当期業績の見通し

40.0%

23.9%

22.1%

42.1%

当社商品のファン

高い将来性

株価上昇の期待

魅力ある株主優待

配当金

37.9%

37.3%

41.9%

25.7%

「アサヒスーパーレポート2017年秋号」で実施したアンケートには、約10,000名の株主の皆様からご回答をいただきました。
皆様のご協力に感謝を申しあげますとともに、いただいた貴重なご意見を今後のIR活動やレポートの企画に反映してまいります。

研究開発や新製品、
新規事業など、

今後の事業戦略に
期待しています。

ご意見ありがとう
ございます。

今後の参考とさせて
いただきます。

「アサヒスーパーレポート」を
ご覧になりましたか?Q1

少し読んだ

ほとんど
読まなかった

すべて読んだ

だいたい読んだ

22.7%

3.8%

14.3%

「アサヒスーパーレポート」から
得たい情報は何ですか?Q3

どの記事に関心を持ちましたか?Q2

当社株式を保有している理由は
何ですか?Q4

（3つまで複数回答あり、上位5位まで） （3つまで複数回答あり、上位5位まで）

（3つまで複数回答あり、上位5位まで）

Ｔｏｐ Ｍｅｓｓａｇｅ

会社概要

Ａｓａｈｉ Ｎｅｗｓ
 Ｃｌｉｐ

新商品紹介

株主優待内容の
一部変更について

27.8%

20.7%

51.6%

18.6%

アンケート集計結果のご報告

アサヒビールの 
ファンです。 

地元企業なので 
応援しています。

応援ありがとうございます。
地元の皆様からも愛される

企業を目指します。

今後も経営に関わる情報を
レポートなどを通じて
お届けいたします。

CMの
キャステイングが
とても華やかで、
好感が持てます。

明るく楽しいをモットーに、
これからもCMづくりに
努めてまいります。

|  株
主 様からのご 意 見を紹 介します |
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（2017年12月31日現在）

商号 アサヒグループホールディングス株式会社
（Asahi Group Holdings. Ltd.）

本店所在地 〒130-8602
東京都墨田区吾妻橋一丁目23番1号

設立 1949年（昭和24年）9月1日

資本金 1,825億3,119万4,085円

従業員数 30,864名（連結）

会計監査人 有限責任 あずさ監査法人
（東京都新宿区津久戸町1番2号）

持株数（百株） 持株比率（％）
■金融機関 2,034,964 42.1
■外国法人等 1,345,640 27.8
■その他の法人 588,485 12.2
■個人・その他 425,730 8.8
■自己名義株式 254,617 5.3
■証券会社 186,409 3.8
■政府・地方公共団体 10 0.0

発行済株式の総数 483,585,862株

株主数 98,099名 （前期末比16,918名減）

大株主（上位10名） 株主名 持株数（百株） 持株比率（％）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 379,566 8.3
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 247,881 5.4
第一生命保険株式会社 163,833 3.6
富国生命保険相互会社 155,000 3.4
旭化成株式会社 117,853 2.6
株式会社三井住友銀行 90,280 2.0
三井住友信託銀行株式会社 81,260 1.8
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5） 80,156 1.7
STATE STREET BANK WEST CLIENT - TREATY 505234 73,667 1.6
ＪＰモルガン証券株式会社 69,917 1.5
合計 1,459,413 31.9
※当社は、自己株式254,617百株を保有していますが、上記大株主からは除いております。
※持株比率は発行済株式の総数から自己株式数を控除して計算しております。

■金融機関

■政府・地方
公共団体

■証券会社

■外国法人等

■その他の法人

■個人・その他

■自己名義株式

■500万株以上

■1百株未満
■1百株以上

■100万株以上

■10万株以上

■1万株以上
■1千株以上

持株数（百株） 持株比率（％）
■500万株以上 2,048,997 42.4
■100万株以上 1,355,836 28.0
■10万株以上 851,274 17.6
■1万株以上 206,776 4.3
■1千株以上 258,779 5.3
■1百株以上 111,286 2.3
■1百株未満 2,908 0.1

会社概要

代表取締役会長 泉谷 直木

代表取締役社長 兼 CEO 小路 明善

専務取締役 兼 専務執行役員 髙橋 勝俊	 奥田 好秀

常務取締役 兼 常務執⾏役員 勝木 敦志

取締役 兼 執行役員 加賀美 昇	 濱田 賢司（CFO）

社外取締役 田中 直毅	 小坂 達朗	 新⾙ 康司

常勤監査役 武藤 章	 角田 哲夫

社外監査役 斎藤 勝利	 早稲田 祐美子	 川上 豊

役員（2018年3月27日現在）

《ご参考》 その他の執行役員

常務執行役員 杉浦 康誉	 北川 亮一

執行役員

福田 行孝	 神田 智正	 辺見 裕
朴 泰民	 佐見 学	 谷村 圭造
佐藤 郁夫	 知久 ⿓⼈	 ⻄中 直⼦
河野 ⼀⾺	 﨑⽥ 薫

株式の状況

所有者別株式分布 所有株式数別株式分布

会社概要
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❶ 証券会社の口座に記録された株式
お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先

⃝単元未満株式の買取・買増請求
⃝届出住所・姓名などのご変更
⃝配当金の受領方法・振込先のご変更
⃝マイナンバーに関するお届出・お問い合わせ

口座を開設されている証券会社

⃝郵送物の発送と返戻に関するご照会
⃝支払期間経過後の配当金に関するご照会
⃝株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

❷ 特別口座に記録された株式
お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先

⃝単元未満株式の買取・買増請求
⃝特別口座から証券口座への振替請求
⃝届出住所・姓名などのご変更
⃝配当金の受領方法・振込先のご変更
⃝マイナンバーに関するお届出・お問い合わせ

特別口座の 
口座管理機関

三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

⃝郵送物の発送と返戻に関するご照会
⃝支払期間経過後の配当金に関するご照会
⃝株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株主名簿管理人

事業年度 1月1日から12月31日まで
定時株主総会 3月（基準日12月31日）
期末配当金支払株主確定日 12月31日
中間配当金支払株主確定日 6月30日
単元株式数 100株
株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

公告の方法
電子公告により行います。ただし、事故その他やむを得ない理由によって電子公告
によることができない場合は、日本経済新聞に掲載する方法により行います。
http://www.asahigroup-holdings.com/ir/e_public/

上場金融商品取引所 東京証券取引所

期末配当金のお支払いについて

株式に関するお手続は、
❶証券会社の口座に記録されている場合と、
❷特別口座に記録されている場合で、
右記のとおり異なりますので、該当の窓口に
お問い合わせください。

第94期期末配当金は、第94回定時株主総会の決議により1株
当たり45円に決定されました。同封の「配当金領収証」により、お
近くのゆうちょ銀行全国本支店及び出張所並びに郵便局（銀行代 
理業者）にて、払渡しの期間内（2018年3月28日（水）から2018年 
5月7日（月）まで）にお受け取り願います。

また、銀行預金口座等振込ご指定の方は、ご指定口座への入
金をご確認くださいますようお願い申しあげます。株式数比例配
分方式を選択されている場合は、お取引の口座管理機関（証券会
社）にお問い合わせください。

なお、同封いたしております「配当金計算書」は、配当金をお受
け取りになった後の配当金額のご確認や、確定申告を行う際の添
付書類としてご利用いただけます。株式数比例配分方式を選択さ
れている場合は、お取引の口座管理機関（証券会社）にお問い合わ
せください。

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
郵便物の送付先

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
電話照会先

　　0120-782-031 オペレーター対応
（9：00～17：00 土・日・祝日を除く）
ホームページ
http://www.smtb.jp/personal/agency/

アサヒグループホールディングス株式会社
総務法務部門 株主様係
TEL：03-5608-5113
e-mail： kabushiki@asahigroup-holdings.com

株式に関するその他のお問い合わせ窓口

株式に関するお手続について

市区町村から通知されたマイナンバーは、株式
の税務関係のお手続で必要となります。

株式関係事務におけるマイナンバーの利用目的
法令に定められたとおり、支払調書に株主様のマイナ
ンバーを記載し、税務署に提出いたします。このため、
株主様からお取引のある証券会社等へ、以下のとお
りマイナンバーを届出いただく必要がございます。

証券会社の口座で株式を管理されている株主様
お取引の証券会社までお問い合わせください。

証券会社とのお取引がない株主様
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部までお問い
合わせください。

（本ページ左下にお問い合わせ先を記載しております。）

マイナンバー制度に関するお手続きについて

株主メモ
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IR Information

※上記の商品は、100株以上500株未満の株主様が対象となります。なお、商品の内容は変更となる場合がございます。

株主優待制度のご案内

受付時間：	9：30～17：30（土・日・祝日を除く）
受付期間：	2018年3月5日（月）～2018年5月31日（木）まで
※電話が混み合ってつながりにくい場合は、しばらくしてからおかけ直しください。

本年の株主優待案内チラシと
株主優待申込書は、
株主総会招集ご通知に同封し、3月5日（月）に発送いたしました。
お申込み期限は3月31日（土）「当日消印有効」となりますので、
ご注意ください。

アサヒグループホールディングス株式会社 
株主優待事務局
　　　0120-301-612フリー

ダイヤル

お申込みに関する
ご質問・ご不明点等は
こちらまで

当社は、株主の皆さまからのご支援にお応えするとともに、アサヒグループの商品を一層ご愛顧いただきたいとの想いから
株主優待制度を実施しております。本年の当社の株主優待をお楽しみください。

アサヒグループ環境基金 
「水の惑星」へのご参加4 東日本大震災 

復興支援活動への寄附5

IRカレンダー

2月1月 9月3月 4月 5月 6月 7月 8月

決算発表

定時株主総会 期末配当金支払開始

第1四半期決算発表 第2四半期決算発表

中間配当金支払開始

〈免責事項〉 本誌のいかなる情報も、当社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。また、本誌に記載
された意見や予測などは、本誌作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性を保証するものではなく、今後、
予告なしに変更されることがあります。万が一この情報にもとづいて被ったいかなる損害についても、当社および情
報提供者は一切責任を負いませんので、ご承知おきください。

http://www.asahigroup-holdings.com/

株主ひろば

酒類商品
詰め合わせ

2

缶350ｍｌ×4本セット
（1,000円相当）

清涼飲料水・ 
食品詰め合わせ

3

株主様限定プレミアムビール
1

1,000円
相当のセット

1,000円
相当のセット

お酒 飲酒は20歳になってから。
飲酒運転は法律で禁止されています。妊娠中や授乳
期の飲酒は、胎児・乳児の発育に悪影響を与える	
おそれがあります。
ほどよく、楽しく、いいお酒。のんだあとはリサイクル。


